





























神戸女子大学文学部紀要 巻 － 
中国における用水権問題の現状と課題
○○○○○








体を見れば, 用水権制度の法制化はなかなか進展しなかった｡ その実態は, 以下のように分析されて
いる｡ (１) 用水権制度は真の意味で法律の中に書き込まれておらず, 現有の法律と規則の中に散見
する規定に系統性はなく, 用水権に関する権利と義務は不明確である｡ (２) 用水権理論の研究は,
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にも悪影響を及ぼしている｡ また東陽市内の用水路建設でも, 沿岸の郷村における土地の収用, 住民

































年７月に ｢黄河水量調度条例｣ が出された｡ その基
本的内容は, (１) 黄河水量の統一的配置をおこなうが, 総量規制, 断面流量規制, 分級管理, 分級
責任の原則に従う, (２) 黄河の水量配分では, まず都市・農村住民の生活用水需要を満たし, 農業・











られる｡ 第二に, 政府部門の管理が多岐にわたり, 効率が低く, 中央より下部組織へと向かう管理体
制は, 農村の基層部門の実際の情況と農民の真の願望を軽視し, 用水戸に主体としての意識を生まな
い欠陥をもっている｡ さらに地方の管理体制の不備も加わり, 中央政府は灌漑工程の維持に必要な財










灌漑用水路が老化して補修されず, 灌水面積が大きく, 溝が長く畦が大きく, 土地が平坦でないなど
の要因から ｢大水漫灌｣ となり, 農業用水の利用効率が～％で, 工業用水にも浪費が目立ち, 重
複利用率は～％に過ぎない｡ 汚水問題も未解決で, 年の黄河流域の廃水・汚水の排出量は
億㌧で, 黄河流域の評価河長	




















る一方で, 用水路の水利用系数が約に止まり, 寧夏引黄灌区と内蒙古黄河南岸灌区の１畝 (１畝





























期に水利建設が停滞し, 用水費の徴収も止まってしまった｡ その後, 無償供水から用水費の徴収への
道が開けたが, 用水費標準の制定に当たって供水コストを考慮せず, 価格標準や商品定価の原理も採




















































(１) 水環境資源の所有権は国家と全国民にあって, 公共資源に属しているので, 人々の共有財産権
にたいする関心は自らの私有財産権にたいする関心より小さい｡ (２) 地方の保護主義が目立ち, い
くつかの地方政府はその地方の経済的利益のために違法に汚染物を排出している企業の保護傘となっ





(１) 汚染物排出に関する総量規制がない｡ (２) 経済的インセンティブに欠ける｡ (３) 汚染費徴収


















て, 水事トラブルも比較的多かったが, 最近その水源からの流量が減少した｡ しかし, 水事トラブル
はかえって減少した｡ その原因は, 人々が食糧生産を ｢命の綱｣ と考えなくなったためである｡ 河南
省西部の水資源に乏しい農村で, 政府が滴灌技術を援助して試行し, 先進的取り組みのモデルケース
とした｡ だが数年後の調査では, 多くの滴灌設備は廃棄されていることが判明した｡ その原因は, 農





















｢多龍管水｣ で ｢多龍治水｣ と表現される分散的な用水管理体制は, 流域の統一的な水資源管理の
実施を困難にしている｡ 断流の影響が大きくなりつつあった	年に国務院の手で黄河可供水量の省













































































































は, 一方で用水権市場の成立を困難にしているといえる｡ 合理的な用水価格の設定には, まず供水工
程の建設資金の回収を考え, その運行管理費用と維持・改修・設備更新を考えなければならない｡
	)
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供をしていない｡ そのため地方政府や都市は用水関連の資金の大半を支弁し, その分だけ発言力を高
め, 用水権の取引まで踏み込むケースが生まれてきた｡ しかし, 地方割拠主義と称してもよい勝手な





もなく, 完全な市場でもなく, ｢政治民主協商制度｣ と ｢利益補償機制｣ などの補助機制によって保

















































る｡ また第９条では ｢水量分配案制定機関は方案審査を進めるにあたって, 広く意見を聴取し, 民主
的な協議と総合的な均衡の基礎の上に, 各行政区域の水量分配とそれに応じた流量・水位・水質など
























１) 裴麗萍 『可交易水権研究』 (中国社会科学出版社, 年, 以下 『交易水権』 と省略する) 頁によれば,
年に中国水利部は ｢水権制度建設框架｣ ｢水利部関于水権転譲的若干意見｣ を公布し, 正式の規範性文書の
中で ｢水権｣ という術語を使用したとあって, 新しい表現である｡
２) 李晶・宋守度・姜斌等著 『水権与水価―国外経験研究与中国改革方向探討』 (中国発展出版社, 年) －
頁, に拠るが, 他書もこれらの国々から研究対象を選んでいる｡ ただし外国の制度にたいする認識レベルに
も差がある (同書, 頁)｡
３) 『交易水権』 	頁｡
４) 李晶主編 『中国水権』 (知識産権出版社, 年, 以下 『中国水権』 と省略する) ５頁｡
５) 同前書, ８頁｡
６) 王干 『流域環境管理制度研究』 (華中科技大学出版社, 年, 以下 『流域環境』 と省略する) 頁｡
７) 『中国水権』 頁｡
８) 同前書, 	頁｡
９) 同前書, －頁｡ なお国務院の水行政主管部門は水利部で, 全国の水資源の統一管理に責任を負い, 省級
の水行政主管部門の業務を指導するが, 現在設けられている七大流域機構が水利部を支えている｡ その機構は,
長江・黄河・淮河・海河・珠江・松遼河・太湖の各水利委員会である (李松雪 『中国水資源制度研究』 (武漢大
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学出版社, 年, 以下 『中国水資源』 と省略する) 頁)｡




) 李強・沈原・陶伝進・周孝正等著 『中国水問題―水資源与水管理的社会学研究―』 (中国人民大学出版社,
年, 以下 『中国水問題』 と省略する) 頁｡ なおここでは浙江省のダム建設の一般的単価である１当た
り５元より少し高い６元以上としている｡
) 謝永剛 『水権制度与経済績効』 (経済科学出版社, 年, 以下 『水権制度』 と省略する) 頁｡
) 拙稿 ｢黄河の水資源管理問題｣ 『神戸女子大学文学部紀要』 第	巻, 年｡




) 福嶌義宏 『黄河断流―中国巨大河川をめぐる水と環境問題』 (昭和堂, 
年), 拙稿 ｢黄河の断流―中国の





) 姚傑宝・董増川・田凱著 『流域水権制度研究』 (黄河水利出版社, 
年, 以下 『流域水権』 と省略する) 
頁｡ 世紀初頭, 黄河流域では, 蘭州・包頭・呼和浩特・太原・西安などの大都市に汚水処理場があるだけで,
汚水処理能力が小さく, 効率も低い｡ 流域での工業廃水の平均処理率は％で, 排水処理の基準達成率は
％, 都市の生活排水の処理率は

％で, 基準達成率は％に過ぎない (『中国水問題』 頁)｡






いる (『中国水権』 頁, 頁)｡
) 『流域水権』 頁｡
) 拙稿 ｢中国河西回廊の水資源問題｣ 『神戸女子大学文学部紀要』 第
巻, 年｡
	) 周興福 『干旱区水資源創新研究―以黒河流域為例』 (人民出版社, 







) 『中国水権』 頁｡ なお 『干旱区水資源』 頁が, 節約した水量を ｢億｣ としているのは２桁誤った
数字である｡ また黒河沿岸の４県のうち臨沢県の梨園河灌区の用水戸の間の ｢水票売買｣ の形式で進められて
いる用水権の移転は ｢直接転譲の典型的な例｣ ( 『中国水権』 頁) とされるところから, 地方での用水権の
売買が進んでいることもわかる｡
) 『中国水問題』 	頁｡
) 『干旱区水資源』 －頁｡ 一方で, 同じ河西回廊を流れる石羊河は, 行政区をまたいでいるが, 省政府
の批准を経て水利庁に直属する流域管理局を成立させ, 同一行政区内にある疏勒河は酒泉市が水資源管理局を
成立させて, ともに流域水資源の統一管理を実現し, 上流と下流との矛盾の緩和や水事トラブルの解消がある







) 『流域水権』 頁｡ 例えば, 湖南省の地方政府は洞庭湖周辺に楊樹を植え, それを原料とする製紙業を立地
させ, 湖の換水周期が早いことを利用して工場群が未処理の廃水を垂れ流していることを取り締まっていない
ことなどは (２) のケースであろう (拙稿 ｢長江中下流域湖沼の環境問題｣ 『神戸女子大学文学部紀要』 第巻,
	年, 参照)｡
	) 『流域水権』 
頁｡ 『中国水問題』 の調査グループは, 中国北部の調査対象地域の企業にアンケートを取っ
たが, 工業用水コストの中に汚水処理費用は含まれておらず, そのうちの半分の企業は未処理の汚水を直接排
出していた (同書, 		頁)｡ また鄭州の某ビール工場では用水は地下水で安いが, 汚水処理費は１当たり１元
以上で高いと嘆いている (同書, －頁)｡
) 『中国水問題』 頁, 頁｡
) 『干旱区水資源』 頁｡




















































































) 彭立新・周和平主編 『中国水問題面面観』 (中国農業科学出版社, 年) 頁｡
) 関良基・向虎・吉川成美 『中国の森林再生―社会主義と市場主義を超えて―』 (御茶の水書房, 年) 第４
章｡
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